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真下 透，西井 昌弘，岡村 桂吾
上原 尚夫，篠崎 忠利 （善衆会病院）
78歳前立腺癌・多発性骨転移症例.脊椎転移部へ放射
線照射施行後,リハビリテーション目的に入院.多発性
骨転移に対してゾレドロン酸 4 mg点滴投与. 4日後クレ
アチニン 2.0と上昇.ゾレドロン酸による腎障害と判断,
経過観察.投薬後 7日,右背部に帯状疱疹を疑う皮疹が
出現. 皮膚科医によりバラシクロビル処方. 8日目 Cr.
3.89.回診時,本人の行動が落ち着きがなくなる.この時








冨田 健介，福間 裕二，大竹 伸明











加藤 春雄，周東 孝浩，新井 誠二
村松 和道，新田 貴士，古谷 洋介
関根 芳岳，野村 昌史，小池 秀和
松井 博，柴田 康博，羽鳥 基明
伊藤 一人，鈴木 和浩
（群馬大院・医・泌尿器科学）
泌尿器科領域手術における抗菌薬予防投与は,術後の
創部感染や尿路感染症の発生頻度を低下させるために重
要と考えられている.日本泌尿器科学会では 2006年に
「泌尿器科領域における周術期感染予防ガイドライン」
を発表した.6年経過した今,群馬県内の泌尿器科におい
て抗菌薬の周術期予防投与の現状を検討するため,群馬
大学関連病院 11施設を対象にアンケート調査を行った.
調査する手術,検査項目は前立腺生検,経尿道的膀胱腫
瘍切除術 (TURBT),根治的腎摘除術,腹腔鏡下根治的腎
摘除術,前立腺全摘,膀胱全摘とした.調査結果として,
使用抗菌薬の種類に関してはガイドライン合致率も高
く,施設間の差異を認めなかったが,投与期間に関して
は平均ガイドライン合致率は 27.7％と低く,施設間の投
与期間差を認めた.海外のガイドラインや,国内の文献
報告を交え考察し,報告する.
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